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1.デザインコンセプト 

 

白河市の複合施設「しらふる」は、世代や分野を越えて人と人とがゆるやかにつながり、 

新たな活動やアイデアが生まれ育まれていく、交流と創造の拠点です。 

ロゴは、建物の同心円状の構成をモチーフに、その広がりと包容力を抽象化しました。 

連続する曲線は、多様な機能が重なり合いながら一体となる空間の姿を表し、 

点はそこに集う人々の存在や対話の芽を象徴しています。 

開かれた円弧のかたちは、まちへとにじみ出す活動の広がりと可能性を示しています。 

 



2.基本形 



3.バリエーション 



4.色の指定 

 

ロゴの統一性を保つため、指定のカラー数値を厳守してください。 

印刷用の CMYK、デジタル用の RGB および HEX 値を定義しています。 

媒体の特性に応じて最適な数値を選択し、色の再現性が損なわれないよう注意してください。 

 



5.バリエーション規定 

 

ロゴの視認性を最適化するため、媒体ごとの特性に合わせた使用可能バリエーションを定めていま

す。 

下図の対応表に基づき、印刷・Web・サインなど各用途において推奨される形式を選択してください。 

判断に迷う特殊な媒体での展開については、必ず市へ確認を行ってください。 

 



6.スケーリング 

 

本ロゴの視認性と美しさを保持するため、使用可能な最小サイズを規定します。 

極端な縮小はデザインの細部やつぶれを招き、識別を困難にするため、下図の数値を下回る使用は原

則禁止します。 

媒体の解像度や印刷精度に応じ、常に明瞭な状態を保つよう配慮してください。 

 



7.アイソレーション 

 

ロゴの独立性と視認性を保つため、周囲に他の要素を配置できない不可侵領域（アイソレーション）

を定めます。 

下図に示す一定の余白を常に確保し、文字や画像、他のロゴ等と混在させないでください。 

この領域を維持することで、ロゴが本来持つデザイン性が最大限に発揮されます 

 



8.視認性確保 

 

背景の明暗に応じ、下図のルールを遵守し視認性を確保してください。 

 



9.使用禁止例 

 

ロゴのアイデンティティを正しく維持するため、いかなる場合もデザインの改変、変形、加工を禁止

します。 

下図に示す禁止例は、視認性やブランドイメージを著しく損なう代表的な誤用です。 

掲載例以外の表現であっても、本来の形状や色調を歪める運用は行わないでください。 

 


